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熱中症に気を付けましょう！！ ーー日常の健康管理が 大事です。体調不良が熱中症のリスクを高めますーー

鉄骨加工業概論・工場見学の実施
７月28日（火）午後、今年で11回目となるに日本

溶接構造専門学校の鉄骨加工業概論の一環である工
場見学が、平塚市の岸本建設工業で実施された。
石井・小原・岸部各講師と生徒６名、引率の先生

１名が参加した。
工場概要説明、模擬原寸検査及び模擬製品検査の

講義を受けた後、空調服・ヘルメットを着用して現
場に出て、超音波探傷試験、外観検査、開先検査、
材質検査、粗さ測定、入熱・パス間温度測定等各種
測定検査の状況を見学した。
例年、工場見学の後は、懇親会が開催され、工場

見学の感想を述べあい、親睦を深めてきたが、今年
は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、懇親会
が開催できず、残念であった。
岸本建設工業の皆様、お忙しいところ、また今年

は感染予防にもご配慮いただき、ありがとうござい
ました。

建築鉄骨検査技術者(製品･超音波)学科試験のご案内 ＜全構協より＞

・ 2020年12月5日実施予定の上記学科試験のご案内及び受験申請書が鉄骨
技術者教育センターＨＰに掲載されました｡

・ 学科試験後の実技試験は、2021年2月～6月に実施予定。
・ 学科試験合格者への実技試験のご案内は、12月中に郵送予定。

(2018年、2019年度学科合格者含)

手作りシールドが垂れてる

空調服とネッククーラー装着 ペンキの膜厚検査
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月間かながわ鉄構協ニュースは組合のホームページにも 毎月掲載しています。

弊社は、大正２年に原鐵工所（個人）として
創業、昭和33年に有限会社として設立し、現在
に至ります。重軽量鉄骨の建築施工、橋梁鉄骨
付帯工事、鋼材加工等の工場加工から建て方ま
でを行っています。
私は、金物加工品から建物関係の組立、溶接

作業、現場対応を行っています。お客様に喜ん
でいただける物造りを目指して、日々取り組ん
でいます。
青年部に入会しましたが、去年は部会になか

なか出席ができていませんが、同じ業種の方々
と話す機会が増えることで、色々な工法や取り
組み方などが勉強できると思っています。
趣味は、小学校時代から始めたサッカーを続

けています。数年前からフットサルをメインに
週２日間の練習を行い、神奈川県大会などに出
場しています。コロナ禍
のため、なかなか練習も
できない状況で、ストレ
スが溜まり、若干太って
しまいました。早くコロ
ナが終息し、以前のよう
に活動できたらと思いま
す。

㈲原鐵工所
工事主任 三堀 宰（みつほり つかさ）

平塚市四之宮2-21-15
TEL 0463-21-2477
FAX 0463-21-2481
E-mail:hara-tetu@dance.ocn.ne.jp

青年部の横顔 No. 30
理事会だより ～新しい仲間が増えました～

小川建鉄株式会社（小川勉代表取締役。相模
原市中央区田名）の８月からの入会が承認され
ました。よろしくお願いいたします。
これにより組合員数は47社になりました。

１ 早めに準備しましょう。
令和２年度前期から、審査時間短縮のため、

審査員が事前に審査書類に目を通していただけ
るよう、審査される各種基準類及び「審査項目
と資料番号対比表」を、審査日の２～３週間前
にまでに全鉄評に３部送付することになりまし
た（ニュース７月号で既報）。審査時間短縮が
目的ではありますが、審査員はしっかりチェッ
クされていらっしゃいます。令和２年度前期だ
け試験的に実施するとのことですが、今後も継
続する可能性がありますので、後期以降受審さ
れるファブは、前回いただいた改善要求書や最
新の「鉄骨製作工場の基準マニュアル集」
（2019年２月改訂版）を踏まえて、基準類が作
成されているか、早めに見直しましょう。

２ 資格有効期限は大丈夫ですか？
新型コロナウイルスの感染拡大により、性

能評価に必要な資格試験の各実施団体が、資
格試験の中止や延期等の措置を行っています
が、鉄骨製作工場の性能評価及び大臣認定の
審査においては、申請から大臣認定書の発行
まで、有資格者の資格有効期限が切れること
なく適正に配置されている必要がありますの
で、注意してください(令和２年７月14日
ＦＡＸで通知)｡

工場審査に関する注意点


